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一デイヴィッド・フォスター・ウォーレス「わが出演jへの一考察一一

信 凋 朝 子

1.メディアに浸食される身体

「だっちゅーのjを覚えているだろうか。 98年流行語大賞に選ばれたこの言葉に

よって、女の子二人組のアイドル・グループ、パイレーツは当時テレビのレギュラ一

番組を 10本抱えるほどの人気者となった。

この「だっちゅーのjは、あるお笑い系のバラエティ番組からはじまった。前か

がみになり、これ克よがしに腕の谷間を寄せて、鼻にかかったいかにもという調子

の「だっちゅーのjの後ににっこり笑う彼女らの姿は、一見して、いわゆる[見ら

れる女性jとして水着を着てポーズをとる、グラビア系のアイドルたちと同質のも

のとも見える。しかし、パイレーツの人気は、そうした男性ファンに嫡びる姿勢が

生み出したわけではない。パイレーツの「だっちゅーのjがはじまったお笑い番組

は、男性の出演者が多くを占めていた。その中で、場遣いなまでにつまらないネタ

の後に「谷間をみせてニッコ 1)Jを繰り返す彼女らは、実は、そのように自分自身

の性を売り物にするグラビアクイーンたちの「真似jを露骨に演じていたのだ。彼

女たちは、雑誌やテレビ、ピデオといったメディアの中でつくられた「セクシーなJ

女性後を、あくまで単純にデフォルメしたパロディとして演じてみせた。それが、

「だっちゅーのjの面白さを加速させたのである。

このように、いわば現実の側がイメージの世界を積極的に写し取るような現象に

関して、三浦展氏は「マンガっぽくなる若者たちJ.と題した記事の中で次のように

述べている。

若者向けのドラマなどを見ていても、登場人物の役柄と顔つきがどんどんマン

ガ的になってき.たように思うのだ。……いや、何もテレビだけではない。街を

歩く若者の姿形、表情、しぐさ、言葉遣いなどが、すべてマンガの登場人物の

それを模倣しているように見えるのである



やはり若者に人気の藤原紀香が r)レ}¥ン三世jに登場するキャラクターである峰不

二子やボンドガールを自身の理想としたり、かつて森高千里がオタク好みのフ 1)フ

リ超ミニのファションだったことをあげて、三浦氏は今や「現実の人間がマンガや

アニメの登場人物に似てきているjと結論を下している O こうした、メディアによ

り現実が浸食されるという感覚は、実はかなり以前から提示されていた。マーシャ

ル・マクルーハンは、テレビが登場した捺に起きた変化について次のように記して

しEる。

テレビが登場して以来の最初の-0年間に、衣服も車とi司じ変濯をたどってい

る。変革の先触れを演じたのは-0代の少女たちで、彼女たちは、視覚的効果

の一切合切を思い切りよく捨てて、触覚的効果に切り換えてしまった。それが

あまりにも徹底したものであるために、あののっペりした顔の表情が生み出さ

れることになった。 2

この fのっペりした顔」の少女たちに関する記述は、先のマンガ化してp く若者へ

の分析と、 i司じ感性を共有するものといえるだろう o しかし、それ以上にマクルー

ハンは、こうした浸食される身体のイメージとともにメディアが f人間の拡張した

ものJ3だという概念を強く打ち出している。つまり、パイレーツや藤原紀香が、積

極的に自己を戯画化しているという現象は、言いかえれば、イメージを身体として

取り込もうという、むしろ自らをメディアの側に拡張していく姿勢のあらわれとも

言えるのである。

このように、メディアによって浸食された、あるいはメディアの側に拡張した人

間の身体が、作られたイメージとi愛妹な形で融合していくという感覚は、やがてあ

る種の脅威として知覚されるようになる。あのオウム真理教の事件は、まさにそう

した時代の危慢を象徴するものとなった。吉見俊哉氏は「情報化されたヴアーチャ

ルな身体の自由自在さを、不自由な生身の身体と繰り返し出会わぜていく J4オウム

の修行の特徴を指摘し、その上でオウムによる犯罪は、ヴアーチャルな身体綴によ

り現実の身体観が失われたことによるものだとされる。イメージの浸透は、そうし

た現実的な身体感覚を麻捧させる、新たな皆威として注呂されつつある。

2. 現実という楽園~ rトウルーマン・ショウjと「わが出演」

こうした背景をもとにデイヴイッド・フォスター・ウォーレスの中編小説「わが

出演J5を児てみると、この作品の根底に流れているのは、作られた存在に隠された



現実という不可侵な領域が、逆にテレビという媒体を通じて暴かれる恐怖で、あり、

また今や虚偽で飽和した状況(放送界)においては、椙手や自分を形つくっている

虚偽を、剥がし剥がされまいとするサパイパルが展開されつつあるというアイロ

ニーである。

語り手である女優、エディ 1)ンは、くレイトナイト・ウィズ・デイヴイッド・レ

ターマン〉という、芸能人にとっては悪名高いバラエティ・トーク・ショーに出演

することになる Oヱディリンの夫ルーディや友人口ンは、彼女が抜け自のないレター

マンに笑い物にされるのを恐れるあまり、様々な方策や助言を与えようとする。し

かし、そうした被害妄想的な態度を疑問視するエディリンは、あくまでありのまま

の自分を表すことに留執し、インタウ守ュアーであるデイヴィッド・レターマンにつ

いても、本心の分からない絞滑な司会者としてではなく、克たままの{本物」とし

て認めようと試みる。いわば嘘で塗り国められたテレビという虚構において、 i嘘を

っくり続けないと生きられないという感覚に支配される中、ヱディリンによるこの、

真の自分自身を捜し求めるような行為は、虚構に支配されたハイパーリアル的な状

況の中ではまさに英雄的な価値を持つものとして示されるのである。

そして、 98年に公開された映画 fトゥルーマン・ショウ σheTRUMAN Show) j 

(ピーター・ウィアー監督、 1998年)は、まさにこの「わが出演jの再来ともいえ

る作品である。ジム・キャリー演じる平凡な保険会社社員、 トゥルーマン・パーパ

ンクは、まさに絵にかいたように平和な島、シーへブンで、美しい看護婦の妻と友

人たちに屈まれて暮らしている。実はこの島は、島全体がテレビ史上最大の規模を

誇る巨大なセットであり、住人たちはすべて役者で、昼夜の移り変わりから気象条

件まで、すべてコンピューターで織密に制御されている。その虚偽の世界の中でl唯

一、本物である男がすなわち打、ウルーマン」なのである。彼は、心音が翻こえは

じめた胎児の頃からカメラに映し出され、「トゥルーマン・ショウ」放送開始日に

この世に誕生した。溜 7日、 24時間ノンストップ生放送の番組は、彼が眠っている

間も放送され(夫人との夜の生活は、ディレクターの指示でカーテンと音楽により

カットされるが)、すでに放送開始から一万日以上を数える、超長寿番組となって

いる O 世界中の人々が、この男の今Bにいたるまでの半生、つまり、初めて歩いた

瞬間や、海で父が遭難したこと、学生時代の短い恋、親友との語らいを知ってい

る。見逃したとしてもそれは、すでに発売中のビデオで逐一フォローできる仕組み

になっている。コマーシャルを挟まないかわりに、番組中で使用した溜品を通信販

売で購入できるシステムをとり、芝刈機や皮むきナイフ、ココアなどが人気を集め

ている O エド・ハリス演じる神のようなプロデ、ューサー、クリストフがいうように、

その「徹底したりアリティの追求jから、 トゥルーマンは今日にいたるまで、周囲



の鹿偽にまったく気づかない。しかし、ある時、偶然に重なった奇妙な出来事に、

彼のく現実>に対する疑惑が急速に膨らみはじめる。トゥルーマンは毘留の虚偽を、

自分の突発的な行為によってはぎ取ろうと宮留しはじめる。この番組の存亡がか

かった危機に、世界中がテレピの稿に釘付けとなり、プロデューサーが仕掛けた数々

の山場は番組をさらにエスカレートさせてpく。 トゥルーマンには、かつて彼と演

技ではなく「本当にJ恋に落ちてしまった女性がいた。何者かに f連れ去られたj

彼女が言い残した「フィジーまで私を探しにきて」との言葉を頼りに、 トゥ jレーマ

ンは、彼を元の虚構の世界に引き戻そうとする周囲の妨害を振り切って、船でシー

へブンからの脱出を試みる。そして、彼の行き着いた先は……、というのが、物語

の大筋である。

トゥルーマンとエディリン、この二人の主人公は、商圏を虚偽で取り屈まれた状

況下で、自らの真理を見出そうと試みた人物として共通している。彼らは磁にとり

留まれた状況の中で、敢えて真の人間性を求めていく英雄として描かれ、その姿に

我々にも、そして物語の中の視聴者も感動させられるのである o

しかし、一方でこれら二つの物語には、ある決定的な遠いがあるのも事実である。

それは、彼らが最終的に何を見つけるかという部分に象徴される。 fトゥルーマン・

ショーjでは、リアルから徹底的に分けられた純幹な「虚鵠」の控界で、自分とい

う「本物jを見つけ出し、その上で、周囲の虚偽の殻を破って、外側にある自由な現

実の世界へと解き放たれる過程が示されている。 トゥルーマンは、虚構に取り囲ま

れた状況の中で、文字通り自由と現実を追い求める f真の人間Jとして感動を与え

るのだが、ここにおいて「リアルjの在り処は明白である。つまり虚偽であるのは

シーへブンという街であり、その虚偽から逃れるとはすなわち街を ri出てJ、現実

の世界へと密帰することに他ならない。ここで fトゥルーマン・ショーJは、メ

ディアという虚構に対峠する現実の賛美へと大きく傾斜する。そして、現実を賛美

するとはすなわち、非現実に対する否定的感情の裏返しでもある。今日我々は、メ

ディアに取り囲まれた状況の中で、手放しで喜ばされ、踊らされているのではない。

『トゥルーマン・ショー』のような映繭が作られ、鑑賞される背景には、我々自身

の中のj輩偽に対する恐れと、それに対抗する確かな真実への希求が、激しく渦巻い

ている。

そう、私の人生もまた虚構の物語なのかもしれない。まわりの人たちは皆、

私に向かつて、本当の自分を隠して、ある役割を演じていて、そして、私も、

誰かによって期待される役割を……。

ジム・キャリー演じるところの主人公、 トゥルーマンのあの不安。明るい陽



の光が注ぐ安逸な日々に、ふと忍び込んでくる影のような焦蝶は、現代を生き

る私たちの日常感覚とけっして無縁ではない。

-一…それは、あらかじめ敷かれたレールの上をそれずに、ちゃんと走って行け

ば、子に入るであろう平穏で、安全な人生でもある。

そのために、親や世間の期待に沿って、知らず知らず与えられた役割jを私た

ちは必死で、演じて生きているともいえる o rおはよう、こんにちは、そして、

ついでにこんばんわjとトゥルーマンのように愛想笑いを振りまいて

久田恵氏のこの言葉からも伺えるように、我々は「自分たち自身がトゥルーマンで

あるjとの認識のもとにこの映画を見ている。そして、 トゥルーマンのように虚偽

に取り囲まれている自己を憂い、 トゥルーマンのように本当の自分を取り戻したい

と願っている。

しかし、ここにおいて「わが出演Jと fトゥルーマン・ショーJは、突如、全く

桔反する物語として浮かび上がることになる。というのは、 トゥルーマン的な自己

の認識とは、「わが出演Jにおいて主人公エディリンの夫であるルーディが、「悶日庁前iわ!

なのは、全体がやらせだということなんだJ(白石朗訳、 1臼91頁)とうそぶぶ、く行為と

一致するものだカか冶らでで、ある。ルーディが、底意地の悪い人物としてデイヴイッド・

レターマンの本性を見抜こうと苦心する姿は、はからずも、 トゥルーマンがj笥i型の

虚偽を暴こうと身を潜め、突如走り回り、大声でわめきたてる行為と符号する。つ

まりトゥルーマン・パーパンクという男はJわが出演」においてはヒロインのエディ

リンではなく、むしろ、彼女の夫のルーディや友人口ンと重なり合う人物なのであ

るO ここにおいてトゥルーマンとエディリンは、実は全く相反する英雄同士である

ことが浮かび上がってくる。というのは、 トゥルーマンに対しエディリンは、すべ

てを虚偽と見なし、その虚偽を暴こうとする周囲に対して、むしろ批判的な態度を

真'くからこそ、魅力的な存在と見なされるからである。こうして、真実を追い求め

ていた二人の主人公は、いつの簡にか、お互いに逆の遵をたどり始めていたのであ

る。

3.身体への回帰

ではトゥルーマンに対し、エディリンはどのようなタイプの英雄といえるのだろ

うか。

くレイトナイト・ウィズ・デイヴィッド・レターマン〉への出演をエディリンが

承諾した時、不安に 4駆られ騒ぎ立てたのは、エディリン自身ではなくむしろ周囲の
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側であった。エディリンはその周囲からの様々な情報に撹乱され、刺激されたため

に抗欝剤ザナックスを欲するようになる。 jレ}ディやロンは、ひたすらエディリン

に、校猪なレターマンをやり込める戦略を与えようと躍起になる。

IP~ 功、えれば、レターマンに接するときには、レターマンとまったく同じ態

度になれということだなjロンは要約するようなしぐさをしながら、椅子に深

くすわりなおした。「どこか醒めた感じで笑うんだ。すべては陳成で空鹿で無

意味だということくらい、生まれた時から承知していたような顔で、そして、

だからこそおもしろいんだというような態度をとることだなj

「そんなの、本来のわたしじゃないわJ
(白石訳、 201-202頁)

エディリンは、彼らがひたすら「戦略jをたてなければならないと信じているこ

と自体に違和惑を感じている。そして、それをなんとか転えようと努力するのであ

るが、彼女の努力は報われず、夫と友人との間の溝が埋まらないまま、収録の時が

近づいてくる。

わたしがこんなに神経質になっているのは夫のせいだし、いまではロンのせい

でもあるような気がする、とも話した。わたしがいま心から欲しいのはザナッ

クスか、でなければ建設的でたよりになるアドバイス。わざとらしく頭がからっ

ぽなふりをしろとかいうアドバイスでもないし、虚心坦懐にのぞめば、おもし

ろおかしいインタビュー以上のものになると決まっている楽しい仕事を台なし

にしてしまうほど警戒しろとかいうアドバイスでもない。

(202-203頁)

エディリンは、そうした混乱の中から自分を取り戻し、それを維持するために非

常に冷静な対策をこうじている。彼女が再三ザナックスを夫に要求するのは、彼女

が「はっきりした頭のまま、同時にリラックスJ(204頁)した、自分らしい状態を

手に入れるためである。粘り強い交渉の末、ザナックスを手に入れた彼女の日は、

jレーディやロン、レターマンを含めた関西の人々の本質を見抜く特殊な能力を備え

ている O エディリンのそうした f才能Jは、ふとした合同に突如、隠密の入閣の身

体的な要素に焦点、をあわせるその自線に象徴される。「真っ赤な両耳からうぶ毛を飛

びださせた局長J(191頁)、 fロンは、およそわたしがみてきた人間の中で、いち

ばん小さい口のもちぬしだ。唇というものがまったくなく、両端が鋭く切れ込んで
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いる。口というより、顔にできた深い裂け自のようだJ(199頁)、「遠くからだと、

レターマンの髪はヘルメットみたいに見えた。濃くて、とても臨そうだJ(205頁)、

「スペイン人の運転手の無帽の践は、ぴんと立っている。首すじに色護者の薄い部分

があるのに気づいた。急の薄い部分は円形で、産毛が螺旋を摘きながら黒髪に混じ

り、やがて晃えなくなっていたJ(223頁)。そして・、自の前の身体という隠しよう

のない実保を晃逃さない、鋭敏な視線がレタ{マンをとらえたi時、そこには夫やロ

ンが克ているのとは異なるレターマンの姿が克えてくる。 fレターマンについては、

とりたてて恐ろしいと思わなかったと左を覚えているJ(194頁)、「レターマンは

とても友好的な男に思えたJ(214翼)、「このとき、いま自分がむきあっている相

手は、棋の誠実な人間であること確信したJ(215頁)、「このときわたしは、あら

ゆる心部、打ち合わせ、ルーディ自身の不安などが、すべて的はずれだったことを

椛信したJ(22仏221貰)。そして、エディリンのとうした椛信は、身体として紛う

ことなく存在するレターマンを、それこそ自分の自ではっきりと知覚したことによ

るものなのである。

「あの人はね、わたしにむかつてまっすぐ身を乗りだしてたのよ。顔のすみず

みまで¥よく見えたわ。そばかすがあった。ライトの熱でふきでた汗のj荷まで

みえた o ラベルのそばに、ちっちゃいほくろがあるのも見えたし。目は、夏場

のジェイミ{やリネットの母どおなじ、槌せたような育。あの人を見つめたわ

一一この自で克たのよJ
(223民)

とのように身体としての相手を知覚し、また、身体として自身の仕事(例え{耳、

?スタードを自分の子できれいに絞り出す、Wi1in菱の時にフラシタフ jレトを食べる、

という身体的立行為どしての演技)について諮りえた体験が、彼らの間にそれとそ

生きた実感kしての共感と安流を止1:.み/1¥した。この体験は無論、夫やロンに部解さ

れる類のものではない。彼らはあくまで{だからといって、レターマンがそのとお

りの人間だというわけじゃなLリ (222頁) r見たとおりの人間であるやつなんてい

ないJ(224頁)と信じたまま、ひたすらレターマンの実像を見抜こうと苦心してい

る。この絶望的な台誌により、両者の対話は打ち切られ、そしてこの平行線が永遠

に続くことを予感させて、物語は終結する。

4.分けられる世界の神話

fわが出演jという作品は、今自の我々がおかれている状況を的確に提示するも

つ山



のでもある。つまり、レターマンとの遭遇を通じてエディリンは、 1)アjレを装う虚

偽を暴くという行為そのものに中毒し、またそうした暴くどいう行為に執着するあ

まり自の前の現実さえ「虚偽jとして疑L刈まじめるという危機的な状況に縮った周

囲を、冷静に指縞する人物としての役割を果たす。エデイリンは、レターマンとい

う人物がメディアの上で作られた虚像などではなく、あくまで彼のすべてが真実で

あることを悟る。 fやらせと現実を混同しちゃいけないよ(“ Don1twant you to think 

the hokeyness is real.") J (192頁)、このような言葉に対してエディリンが考えること

は、例えばこうだ。「そこにあるのは、やらせというく現実>であるj。

先に述べた fトゥルーマン'ショーjは吟我々が落ち込みがちな農をポすひとつ

の端的な例ともいえる。確かに、生まれながらに虚鵠の人生を君主:かさ;トしてきたトゥ

ル}マンは悲劇的な人物であり、その麗!為の世界から脱出する彼の決断力と勇気は

されてあまりあるものであろうむしかし毛 トゥルーマンが生活していた絵に摘

し3たように平和な街1 シーへブ、>とは、いかなる場所なのであろうか。ぞ乙は 1 例

えばボードリヤ ~)lノがヂィズニーランドに闘して述べた言葉と 4 一致する場所のよ

うにも思える o つまり、ディズニーランドが 1-(実在する〉国苛〈実在する〉アメリ

カすべてがディズニーランドであることを際、すためにJ7存在するように、シーへプ

ンも、日常における鹿偽を隠すために、あえてあからさまな嘘として存在している

とも言えるのであるo しかし、このように「現実の街Jが濃構であることを、さら

し)1錯すためのく虚構〉が存在するというボードリヤールの考え方自体、実は

fトゥルーマン・ショーj的な世界観が陥りがちな農をそのまま反映していると言

える。

つまりシーへブンという奇想天外な麗構の街は、あくまで「現実jに対立する

「虚偽」を濃縮し闘しヨ込む形で存在し、その結果、シ}ヘプンをアンチテ}ゼとし

た外部空間は、確悶たる現実として約束される。シーへブンが体現するこうした世

界観は、究極的には虚偽の下に隠された「本当の自分」を求める欲求と結びつくも

のである o そこに表されるのは喝現実(あるいは真実)の存在を信じ、それを賛美

し、そしてその現実を覆い!濯す虚偽を攻撃して排除しようとする姿勢である。そし

て、ボードリヤ~)レがディズニーランドを用いて、すべてが鹿構化し、ハイパーリ

アル化していく註界の有り機を批判し、攻撃する態度にも、この f真の現実Jへの

回帰という同様の欲求が含まれている。ディズニ←ランドからアメリカ全体へと、

虚構の範囲を拡大してはいるものの、ボードリヤーjレの言葉の裏には、虚構に隠さ

れたく本物〉、そして、虚構化する現実への危機感という図式が隠されているので

ある。

しかし、このようにひたすら麗偽を否定し、あらゆるものの鹿構性を疑うことは
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結局なにをもたらすのか。それは、全てが虚偽であるという認識を自らに繰り返し

植えつけるという結果にほかならない。言うなればこの持、人々は捜し求めている

真実を自ら排除してしまう。「わが出演Jという作品は、とのように厳偽を嫌悪す

る余り、逆説的に虚偽の世界へと落ち込んでいく議をアイロニカ jレに摘きだす試み

であり、現実を浸食する麗構というイメージ自体への疑問を呈するものなのである。

メディアによる麗偽とは、単に虚偽として分けられたものに過ぎず、現実と虚構と

は、認識の差異によってのみ示される。エディリンにとってはすべてが本当であり、

jレーディにとってはすべてが磁だということになるものの、二人が見ている世界は

同じものなのである。

このように考えると、冒頭で示した「マンガっぽくなる著者」との認識も、マン

ガというメディアによる現実の浸食という事実を示すものではない。仮に浸食され

ているとすれば、それは藤原紀香を根差す我々自身の「目Jの方であろう o 仮にメ

ディアによって生み出された記号-をまとっていたとしても、彼、もしくは彼女らが

れっきとした身体に支えられた人間であることにかわりはない。そして、身体より

も、むしろ記号の側に注 I~ が集まりすぎることが現代人に対するメディアの影響な

のである。仮に記号であるとして、その服が、化粧が、態度が、「嘘」であるとい

えるのか。つまり、目の前にあるすべてのものは、極構を装った現実かも知れない

のである O

ここにおいて我々は、「わが出演jのヰ!でエディリンが発した:最後の言葉を理解

するととがで、きる O あなたは自分やわたしがどういう人間だとおもっているのか、

そんなことを考えたことがあるのか。この間いに、「本当の自分jという fll麗jが

隠されていることを鴫ぎ取った彼女は、自らこの間いを否定する Q 彼女にとっては

椛かに「そんな質問(;t，まちがいだった抑制chturned out to be t:he m対抗吋J
琵)し、それは我々にとっても同じことである O ゆえにこの合誌は、我々にとって、

デイヴイッド雪フォスタ-，ウォーレスが言うように“カチッ"11とくるのである。
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